
さがロック事業業務委託企画提案書
　さがロック事業業務委託（以下「本業務」という。）の企画提案書については、以下の注意事項を参考に作成すること。
	企画提案書の構成

	§１　活動実績
§２　運営内容
§３　業務運営


	企画提案書記入にあたっての注意事項

	· 企画提案書作成にあたっては、プロポーザル実施要領、仕様書を熟読の上、作成すること。なお、本様式は、仕様書に基づき提案いただきたい要素を記載したものであり、必ずしもこの企画提案書様式により作成する必要はないが、項目及び順序は記載のとおりとする。
· 「評価項目一覧表」の評価項目について、漏れなく記載すること。
· 仕様書等に記載のない事項であっても、本業務の目的達成のために有益であると考えられる事項、提案者の経験上考慮しておく事項などは、契約限度額を超えない範囲で提案することを可とし、採点時に優れた提案として評価することがある。なお、仕様書に記載の無い事項を追記する場合は、３（３）その他提案事項に記すこと。
· 枠は参考に示しているものであり、大きさや文字数を制限するものではない。
· 必要に応じて、目次、索引を作成すること。
· 専門用語を使用する場合は、脚注をつけること。
· 表紙、目次を除く全てのページ（白紙部分を含める）の下部中央にページ数を記入すること。
· 本市の提示した「仕様書」や関係書類の全面コピーや「仕様書のとおり」などの表現に終始しないこと。
· 表紙には、「様式５」を用いること
· 提出１１部のうち、１部のみ表紙の下部空白部分に社名（商号又は名称）、代表者名、見積書と同様の印鑑、提案者の担当部門及び責任者を明記すること。



§１　活動実績
１（1）業務実績
　　　　提案者における類似業務の業務実績（契約先団体名、受託内容、受託期間、金額、規模）について、記載すること。

１（2）特徴
　　　 提案者が本業務を実施する際の特徴、アピール点について、提案者が有する業務経験やノウハウなどを記載すること。

§２　運営内容
２（１）実施方針
　　    提案者が本業務に取り組むことで期待できる効果や、青少年とイベントを作り上げるにあたっての方針について、記載すること。

２（２）前日・当日の運営
　    前日リハーサル・ライブイベント当日の運営体制と進行に係るスケジュールを記載すること。演奏機材の調達方法や演奏時の演出方法についても記載すること

２（３）来場者への周知・ＰＲ
イベント開催に係る来場者増のための周知方法（周知を行う際の広報媒体、スケジュール等）を記載すること。

2（４）フェスステージ実行委員会について
　　　 実行委員会の運営方法（会議の開催方法や人員配置等）及び、イベント当日に実行委員へ割り当てる役割について記載すること。

2（５）審査について
　　　 コンテストステージに係る審査概要（審査員の選定方針や評価方法、講評方法等）を記載すること

§３　業務運営
３（1）実施体制
　　     本業務に関わる人員配置、役割分担、連絡体制を記載すること。また、記載された人員に過去の業務実績があれば記載すること。

３（2）実施計画
概ね各月のスケジュールを上旬・中旬・下旬の単位で記載すること。
また、本業務の遂行に係る費用をその内訳も含めて記載すること。ただし、費用には相模原市民会館利用料（令和８年１月３１日午前～２月１日夜間までの利用分）を含めるものとする。

3（3）その他提案事項
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